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ターと， Marey の描記盃に連結し， Jì寿脱内圧の変動を煤紙上に記録した。一方， 気管切開後関頭し，上
丘吻側端で除脳し，又小脳も除去して，第四脳室底から四丘体に至る脳幹背面を露出した。脳幹の電気刺
激には，先端 80μ のエナメノレ被覆の鋼線単極電極を 2 乃至数本用い， 2 基の日本光電製 MS IIA 型刺激
装置により ， 50CjS, 10, msec, 0.5--3volt の矩形波電気刺激を行なった。腸脱内に挿入したネラトンカ

































らかに反応の相互|二沙が認められた。これら各 level の似域は，夫々協調或いは干渉し合って， 跨脱運動
に影特を与え，その生理二的機能の進行ーに重要な役割を演じているものと思われる。
論文の審査結果の要旨
ド111 は，上記各 level に夫々左右に一対づっ存在する勝脱運動促進似域波びに抑制組域を夫々屯気刺激
し， 3 種類の脱脱内圧曲線に )I~\ じてその脱脱反応を確認した後， 相拍抗する二つの!傍脱運動似域の全ての
組合せについて同時刺激を試み，それに伴う跨脱反応の変化を詳細に観察し比較検討を加えた。 その結果
促進・抑制いずれについても橋脳勝目光運動向;i域に優位性を認めた。 このことは従来外科学第 2 教室で排尿
機構に閲する一連の研究の一環として解剖学的に確認された，排尿 lこ関係する脳幹の種々の level の領域
の相互関係を生理学的に追求して，一層明確にし得たものと言える。
この研先は排尿反射の中枢性支配の解明に対し，貢献するところ少からざるものと考えるロ
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